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薬事情報センターからのお知らせ 
 

○第１１０回薬剤師国家試験の結果について 
 
 第１１０回薬剤師国家試験（令和７年２月２２日、２３日実施）の結果が、３月２

５日厚生労働省より発表されました。 
 試験結果は、受験者数１３，３１０名のうち、合格者数は９，１６４名、合格率は

６８．８５％となりました。 
 都道府県別合格者数のうち合格証書の山梨県送付者数は、６９名となっています。 
 

 
厚生労働省ホームページに詳細が掲載されています。 
厚生労働省ホームページ＞報道・広報＞報道発表資料＞報道発表資料 2025 年 3 月（＊3 月 25 日の項）

＞国家試験合格発表（速報）＞第 110 回薬剤師国家試験の合格発表を行いました 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000199343_00012.html） 
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○令和７年（２０２５年）春の花粉飛散状況 

 

山梨県衛生環境研究所発表
観測場所：衛生環境研究所
　　　　　甲府市富士見1-7-31
観測時間：午前９時～翌朝午前９時（累計２４時間）
単位：１平方センチあたり
（　）：令和６年（２０２４年）データ

・予測飛散数：３３００個/cm²

観測月日 スギ花粉 ヒノキ花粉 観測月日 スギ花粉 ヒノキ花粉
2月1日 0 0 3月1日 431.3 1.4
2月2日 0 0 3月2日 261.8 2.8
2月3日 0 0 3月3日 25.9 0
2月4日 0 0 3月4日 0.5 0
2月5日 0 0 3月5日 0.5 0
2月6日 0 0 3月6日 4.4 0
2月7日 0 0 3月7日 10 0
2月8日 0 0 3月8日 15.7 0
2月9日 0 0 3月9日 8.1 0.2
2月10日 0 0 3月10日 344.2 0.7
2月11日 0.2 0 3月11日 6.5 0
2月12日 0.2 0 3月12日 0.7 0
2月13日 0 0 3月13日 84.0 0.5
2月14日 1.2 0 3月14日 781.0 0
2月15日 1.4 0 3月15日 13.7 0.5
2月16日 2.1 0 3月16日 1.2 0
2月17日 0.9 0 3月17日 10.6 0.5
2月18日 0.9 0 3月18日 62.3 0
2月19日 0.5 0 3月19日 3.0 0.5
2月20日 0 0 3月20日 44.2 6.5
2月21日 0.5 0 3月21日 56.5 5.6
2月22日 0.2 0 3月22日 108.6 6.7
2月23日 0.7 0 3月23日 81.3 11.3
2月24日 0 0 3月24日 73.1 8.6
2月25日 28.9 0 3月25日 76.6 8.6
2月26日 6.0 0 3月26日
2月27日 105.3 0 3月27日
2月28日 60.2 0.5 3月28日

3月29日
3月30日
3月31日

飛散開始日：２日連続で
１個以上花粉を観測した
最初の日

２月１４日
（２月１０日）

３月１日
（３月２６日）

飛散終了日：３日連続で
０個が続いた翌日 （４月２０日） （５月１０日）

観測月日 スギ花粉 ヒノキ花粉

初観測日：初めて花粉が
０個以上観測した日

１月５日
（１月２２日）

２月２８日
（２月１９日）
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○花粉症薬の飲み間違い等に注意 
 

 公益財団法人日本中毒情報センターより、花粉症の薬の飲み間違いや子どもの誤飲

について注意喚起が行われています。事故防止のため適切な保管・管理をお願いいた

します。 
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○定期購読から 

 
薬事情報センターで定期購読している雑誌の目次を一部掲載したものです。 
貸し出し、ＦＡＸ、コピー等はできませんので、事務局にて閲覧をお願いします。 
               月刊薬事 2025 Vol.67No.4 
               【特集】身体的・精神的課題にどう向き合う？ 
                  がん治療のマルチプロブレム 
                ・最新ガイドラインをチェック 
                ・がん治療中の身体的管理と副作用対策 
                 ・抗がん薬誘発性の悪心・嘔吐の管理 
                 ・骨髄抑制へのアプローチ 
                 ・若年がん患者の妊孕性温存に対する考え方 
                 ・血管外漏出への対処法と予防策 
                ・がん治療の継続サポート 
               ◇振り返れば国試 
                ・胃がん患者に対する服薬指導のポイントは？ 
 
 
               調剤と情報 2025 Vol.31No.4 
               【特集】食物アレルギー最前線 
                ・食物アレルギーの“今”と“昔” 
                ・食物アレルギーとは 
                ・成人の食物アレルギー最前線 
                ・小児・移行期の食物アレルギー最前線 
                ・食物アレルギーの経口免疫療法 
                ・食物アレルギーの予後―感作経路による違い 
                ・花粉－食物アレルギー症候群とは―花粉と植物性食物の交

差抗原性 etc 
               【今月の話題】 
                ・令和７年度（２０２５年度）の厚生労働省薬剤師・薬局関

係の予算について 
 
               薬局 2025 Vol.76No.3 
               【特集】憎悪を防ぐ！連携のポイントを掴み、実践する、心不

全フォローアップ 
                ・心不全患者のリアル 
                ・Ｓ／Ｏ情報からみえる！みつかる！心不全の憎悪サイン 
                ・保険薬局で心不全治療を評価するには？ 
                ・患者にシームレスな医療を提供するための薬－薬連携 
                ・急性憎悪を防ごう！薬剤師のフォローアップが欠かせない

問題にアプローチ 
                 ・＃シックデイ対応の理解度が低い 
                 ・＃服薬アドヒアランスが低い 
                 ・＃体重管理が出来ない etc 
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○薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業について 
 
 医療安全対策委員会では、標記事業の参加登録の推進を行っております。共有すべ

き事例２０２５年Ｎｏ.１が公開されています。 

日本医療機能評価機構ホームページからご覧いただけます。 

（http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/） 
 参加登録及び事例報告をお願いいたします。 

 

共有すべき事例 ２０２５年Ｎｏ.１ 
事例 1 調剤に関する事例【分包紙の印字が一因となった服用間違い】 

事例 【事例の詳細】 

 往診した医師から患者にシタフロキサシン錠５０ｍｇ「サワイ」１回２錠１

日１回朝食後１０日分が処方され、錠剤を粉砕するよう指示があった。処方箋

を応需した薬剤師は指示通りに薬剤を粉砕して１包に１回量(２錠)を分包し

た。分包紙には「シタフロキサシン錠５０ｍｇ朝食後」と印字し、薬袋には「１

回１包」と記載した。薬剤を受け取りに来た家族Ｘに１日１回１包ずつ服用す

るよう説明して交付した。一方、往診時に医師からシタフロキサシン錠を１回

に１００ｍｇ服用させるよう指示された家族Ｙは、分包紙の印字を見て１包に

シタフロキサシン錠５０ｍｇ１錠が入っていると思い、患者に１回に２包を服

用させた。後日、家族Ｙから薬剤が足りないと薬局に電話があり、服薬状況を

確認したところ、患者は１回２包を服用していたことが判明した。 

【背景・要因】 

 家族Ｘが薬剤を受け取り、家族Ｙが患者に服用させた。家族Ｘは、薬剤師か

ら説明された内容を家族Ｙに伝えなかった。薬剤師は、家族Ｙがシタフロキサ

シン錠を１回に１００ｍｇずつ患者に服用させるよう医師から指示されてい

たことを知らなかった。 

【薬局から報告された改善策】 

 錠剤を粉砕する際、分包紙の印字を用法のみにするか、あるいは薬剤名も併

せて印字するかは患者の状況に応じて判断する。薬剤名を分包紙に印字する場

合は１包あたりの錠数も併せて印字する手順とし、薬局のスタッフに周知し

た。 

その他の情報 本事例における分包紙の印字と薬袋の表記 

処方内容 分包紙の印字 薬袋の表記 

シタフロキサシン錠５

０ｍｇ１回２錠１日１

回朝食後 

シタフロキサシン錠５

０ｍｇ朝食後 

1回1包 

 

事例のポイン

ト 

・本事例は、患者の家族が分包紙の印字をみて、処方された用量の２倍の薬剤

を患者に服用させた事例である。 

・薬剤を粉砕して交付した場合、患者や家族などは分包された薬剤やその量を

目視で確認することが難しいため、分包紙に印字する内容は重要である。 

・本事例の改善策には、錠剤を粉砕する際は、分包紙の印字を用法のみにする

か、薬剤名も印字するかは患者の状況に応じて判断すると記載されている。

本来は、分包紙内の薬剤の薬剤名、錠数、服用時点などの情報を印字するこ

とが望ましいが、分包紙に印字できる文字数は限られているため、処方内容

や患者の服用・生活状況を考慮したうえで印字内容を選択する必要がある。 
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事例２ 疑義照会・処方医への情報提供に関する事例【併用禁忌】 
事例 【事例の詳細】 

 発熱外来を受診して新型コロナウイルス感染症と診断された患者に、ゾコー

バ錠１２５ｍｇが処方された。薬剤師が患者のお薬手帳を確認したところ、他

院の循環器科から複数の薬剤が処方されており、ゾコーバ錠１２５ｍｇと併用

禁忌であるエプレレノン錠５０ｍｇを服用していることがわかった。薬剤師が

疑義照会を行ったところ、ゾコーバ錠１２５ｍｇがラゲブリオカプセル２００

ｍｇに変更となった。 

【推定される要因】 

 発熱外来がひっ迫している状況であり、処方医は患者の併用薬を十分に確認

できなかったと推察される。 

【薬局での取り組み】 

 ゾコーバ錠１２５ｍｇの併用禁忌薬について一覧表を作成し、ゾコーバ錠１

２５ｍｇが処方された際の確認漏れを防ぐ。 

その他の情報 ゾコーバ錠１２５ｍｇの添付文書２０２４年１２月改訂（第１８版）（一部抜

粋） 

１０.相互作用 

１０.１併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

エプレレノン

（セララ） 

エプレレノンの血中濃度上

昇により、血清カリウム値

の上昇を誘発するおそれが

ある。 

本剤のＣＹＰ３Ａに対する

阻害作用により、これらの

薬剤の代謝が阻害される。 

 

事例のポイン

ト 

・ゾコーバ錠１２５ｍｇには併用禁忌の薬剤が多数存在する。ゾコーバ錠１２

５ｍｇが処方された際に、併用禁忌を見逃さないために、併用禁忌薬の一覧

表や、製薬企業が提供する薬物相互作用検索ツール※などを活用することは

有用である。 

 ※薬物相互作用検索ツール｜ゾコーバ｜塩野義製薬 医療関係者向け情報 

  （参照２０２４年１１月１３日） 

・発熱外来は通常の診療環境と異なる点が多く、医師の負担は大きい。薬剤師

が患者の使用・服用するすべての薬剤を把握し、併用禁忌に該当する薬剤が

ないか確認することは重要である。 

・本事業の第３０回報告書（２０２４年３月公表）では、「経口新型コロナウ

イルス感染症治療薬に関する事例」を取り上げ、ゾコーバ錠１２５ｍｇなど

の事例について分析を行った。疑義照会や処方医への情報提供に関する事例

では併用禁忌、投与量、用法、病態禁忌に関する事例を分析し、処方監査時

に確認すべき事項や主な事例を紹介している。経口新型コロナウイルス感染

症治療薬に関する事例 

 

 

 

事例３ 一般用医薬品等に関する事例【受診勧奨】 
事例 【事例の詳細】 

 ４０歳代の女性が来局し、ドルマイシン軟膏（第２類医薬品）の購入を希望

した。薬剤師が症状を確認したところ、足に靴擦れができているとのことだっ

た。本人の許可を得て患部を確認すると、両足の靴擦れは潰瘍となっていた。

薬剤師は、女性から糖尿病の治療中であることを聴取したため、糖尿病性足病

変を疑い、糖尿病患者におけるフットケアの重要性を説明し、皮膚科への受診

を勧めた。その後、女性が皮膚科を受診したところ治療が開始された。 

【背景・要因】 

 購入希望者は糖尿病の治療中であったが、フットケアの重要性を理解してお

らず、自己判断で市販薬を購入して対処しようとしていた。 
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【薬局から報告された改善策】 

 糖尿病患者が適切な治療を受けられるよう、糖尿病患者へ薬剤を交付する時

に、薬剤の説明だけでなく、体調管理における注意点についても継続的に伝え

ておく。 

その他の情報 糖尿病診療ガイドライン２０２４※ 

１１章 糖尿病性足病変（一部抜粋） 

Ｑ１１－１ 糖尿病性足病変とは何か？ 

【ポイント】 

・糖尿病性足病変は“神経障害や末梢動脈疾患と関連して糖尿病患者の下肢

に生じる感染、潰瘍、足組織の破壊性病変”と定義される。 

・糖尿病性足病変は神経障害による感覚鈍麻、足の変形、皮膚の乾燥・角化、

末梢動脈疾患による血流低下に外因が加わり発症する。足病変は感染を伴

うと重症化し下肢切断につながり、さらに生命予後を損なう。 

※一般社団法人 日本糖尿病学会（参照２０２４年１１月１３日） 

事例のポイン

ト 

・糖尿病性足病変は、医師による治療が必要であり、患者が自己判断で市販薬

による対処を行ったり、そのまま放置したりした場合、重症化する恐れがあ

る。薬局で足病変のケアに関する医薬品の購入相談を受けた場合は、患者の

現病歴を確認することが薬剤師の役割として重要である。 

・糖尿病を治療している患者が足病変を発症した場合は、糖尿病の治療を担当

している医師に皮膚の状態を診察してもらい、必要に応じて皮膚科などの専

門医を紹介してもらうよう、患者に説明する必要がある。また、状況に応じ

て薬剤師から糖尿病の治療を担当している医師へ情報提供を行うことが望

ましい。 

・糖尿病患者が合併症のひとつである糖尿病性足病変に対する適切な治療を受

けられるように、薬剤師は、糖尿病治療薬を交付する際に、患者にフットケ

アの重要性を説明し、下肢に異常があれば医師や薬剤師に相談するよう指導

することが、早期発見や対策に有用である。 

 

 

 
 
○２０２５年度公認スポーツファーマシスト認定プログラム受講者募集

について 
 

 公認スポーツファーマシストは、薬剤師の資格を有した方が、日本アンチ・ドーピ

ング機構が定める所定の課程（アンチ・ドーピング規則に関する内容）修了後に認定

される資格制度です。 
 スポーツにおけるドーピングを防止することを目的に、学生・アスリートを含めた

スポーツ愛好家などに対してアンチ・ドーピングや薬に関する健康教育などの普及・

啓発にご協力いただく活動です。 
 ２０２５年度公認スポーツファーマシスト認定プログラム受講者募集については、

４月以降に日本アンチ・ドーピング機構ウェブサイトで公開予定です。是非、ご参加

ください。 
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日本薬剤師会からのお知らせ 
 
○薬局における疾患別対応マニュアル～患者支援の更なる充実に向けて

～の公表について 

 
 厚生労働省より、医療計画における５疾病（がん、脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾

患、糖尿病、精神疾患）に関して、令和５年度厚生労働省委託事業「薬局における疾

患別対人業務ガイドライン作成のための調査業務」により、「薬局における疾患別対

応マニュアル～患者支援の更なる充実に向けて～」が作成され公表されました。 

 本手引きではフォローアップ業務の考え方に加え、患者フォローアップの具体的事

例や疾病毎の新たな対応方法等が明示されていますので、現場におけるフォローアッ

プ業務の参考としてください。 

 

○厚生労働省ホームページ＞政策について＞分野別の政策一覧＞健康・医療＞医薬

品・医療機器＞薬局における疾患別対応マニュアル～患者支援の更なる充実に向けて

～ 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/5shippeiguideline.html） 
 

 

 
○日薬ニュース 
【第３０７号】 
 ・薬機法等一部改正法案、国会での審議へ 

 ・第５８回日薬学術大会（京都大会）一般演題募集開始！ 

 ・カスタマーハラスメント防止啓発ポスターを作成しました 

 ・【重要】日本薬剤師会雑誌に関するお知らせ 

  令和７年４月より「日薬雑誌アプリ」の運用を開始します 

 ・【重要】日本薬剤師会会員証の紙の発行・送付終了について 

  会員証は大切に保管を 
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